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研究の背景と目的 

社会活動への参加は高齢者本人の健康や心理面に良好な効果をもたらすことは先行研究に

より明らかになっている。約 8割の高齢者が自立している日本では、高齢者の社会活動を促進

することが注目されている。本研究は、高齢者の社会的スキルと関連する要因を検討し、社会

的スキルと社会活動との関連および社会的スキルが社会活動を介して生活満足度に与える影

響を明らかにすることを目的とする。 

 

方 法 

対象は、A 県生涯大学校受講生および B 県いきがい大学校受講生であった。A 県生涯大学校

受講生への配布数は 143、回収数 118、回収率 82.5％であった。そのうち、有効回答数は 116、

有効回答率 81.1％であった。B県いきがい大学校受講生への配布数は 134、回収数 91、回収率

67.9％であった。そのうち、有効回答数は 89、有効回答率 66.4％であった。有効回答が得ら

れた 205 人のうち、年齢、性別、KiSS-18 尺度に欠損項目のない者 183 人（男性 97 人、女性

86 人）を分析対象者とした。 

 

調査内容 

調査内容は、社会的スキルを測る指標として KiSS-18 尺度、社会活動の実態を測る指標とし

ていきいき活動チェック表、生活満足度、性、年齢、学歴、自由に使えるお金に対する満足度、

親しくしている友人の数を尋ねる質問項目から構成した。 

 

結 果 

１.社会的スキルの学歴の高低による比較 

 学歴高群の方が低群に比べて社会的スキル得点および下位因子「問題解決」「トラブルの処

理」「コミュニケーション」の得点が有意に高いことが示された。 

２. 社会的スキルの自由に使えるお金に対する満足、不満足による比較 

 経済的に満足している人の方が満足していない人に比べて社会的スキル得点が有意に高い

ことが示された。 

３.社会的スキルの親しくしている友人の数による比較 

 親しくしている友人数が 0 人と回答した人よりも 1～3 人いると回答した人が、また、1～3

人いると回答した人よりも 4人以上いると回答した人のほうが、社会的スキル得点が有意に高

いことが示された。 

４.社会的スキルと社会活動の関連 

 社会的スキルと個人活動（ｒ=.31, p <.01）、学習活動（ｒ=.17, p <.05）との間に有意な

正の相関がみられた。 

５.社会活動と生活満足度の関連 

 男性では社会活動と生活満足度との間に有意な相関がみられなかった。それに対して女性で

は、個人活動、社会参加・奉仕活動と生活満足度の間に、それぞれ有意な中程度の正の相関が



みられた（r=.30, p <.01，r=.34, p <.01）。また、学習活動と生活満足度の間に有意な弱い

正の相関がみられた（r=.26, p <.05）。 

６.モデルの検討 

 社会的スキルと社会活動を潜在変数とし、社会的スキルの 3つの下位因子「問題解決」「ト

ラブルの処理」「コミュニケーション」、社会活動の 4側面「個人活動」「社会参加・奉仕活動」

「学習活動」「仕事」、生活満足度得点を観測変数とするモデルを作成した。このモデルの適合

度を検証するために、共分散構造分析を行った。適合度の指標は、男性では GFI=.925,AGFI=.860, 

RMSEA=.071、女性では、GFI=.922, AGFI=.853, RMSEA=.052 であった。これらの結果から、本

研究の分析モデルは適合度の許容水準を満たしており、分析に値することが示された。男女別

に共分散構造分析によるパス解析を行った結果、男女ではそれぞれ異なったモデルが構成され

た。 

男性では、社会的スキルからその観測変数へのパス係数はすべて高い値が得られ（.84～.91）

社会活動から個人活動へのパス係数は.64、社会活動から社会参加・奉仕活動へのパス係数

は.46、社会活動から学習活動へのパス係数は.45 であった。社会的スキルから社会活動へのパ

ス係数が有意であった（.41）。社会活動から生活満足度へのパス係数は.13 であった。媒介変

数としての年齢については、社会的スキルへのパス係数は-.03、社会活動へのパス係数は-.05、

生活満足度へのパス係数は-.11 であった。 

女性では、社会的スキルからその観測変数へのパス係数はすべて高い値が得られ（.74～.90）、

社会活動からその観測変数へのパス係数は仕事を除いて、中程度の値を示した（.58～.79）。

社会的スキルから社会活動へのパス係数が有意であった（.35）。社会活動から生活満足度への

パス係数が有意であった（.46）。媒介変数としての年齢については、社会的スキルへのパス係

数は.17、社会活動へのパス係数は.19、生活満足度へのパス係数は.06 であった。 

 

考察 

 社会的スキルは単なる知識ではなく、他者との交流を通して実践していくことが必要である。

学歴の高い人、経済的に満足している人、親しくしている友人の多い人のネットワークが広い。

他者との交流のなかで、社会的スキルが実践されたり、他者から社会的スキルを学んだりでき

たと考えられる。 

 男女別に共分散構造分析によるパス解析を行った結果、男女ではそれぞれ異なるモデルを示

した。女性では、社会的スキルが高いほど社会活動への参加は多くなる。また、生活満足度を

高めていくことがわかった。女性は地域での社会活動において、社会的スキルを発揮しながら

積極的に他者と交流することが推測される。他者との交流の中で新たな社会的役割を見つけ、

その社会的役割を果たすことで生活満足度が上昇すると考えられる。 

 男女を問わず社会的スキルが社会活動への参加に直接的に影響を及ぼすことが示された。こ

のことから、社会的スキルを高めることによって、社会活動が促進される可能性が示唆された。 
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